
― 94―

村上淳子　　平成二八年度公文書室業務報告

記
　
　
録平

成
二
八
年
度
公
文
書
室
業
務
報
告

村　
　

上　
　

淳　
　

子

一
　
法
人
文
書
移
管
廃
棄
作
業

　

今
年
度
の
法
人
文
書
移
管
廃
棄
作
業
は
、
今
年
度
移
管
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た

フ
ァ
イ
ル
以
外
の
確
認
依
頼
が
例
年
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て

移
管
文
書
点
数
が
増
大
し
た
。
同
時
に
、
文
書
整
理
に
関
す
る
相
談
も
複
数
の
業

は
、
財
務
・
総
務
室
財
務
・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
法
人
化
以
前
の
評
議
会

議
事
録
等
一
六
一
点
の
移
管
を
受
け
、
簿
外
移
管
が
移
管
全
体
の
約
三
七
％
を
占

め
て
い
た
。
今
年
度
の
簿
外
移
管
は
一
点
の
み
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
一
五
四

件
が
追
加
移
管
に
相
当
す
る
。
こ
れ
は
、
移
管
文
書
の
管
理
を
年
度
単
位
で
行
う

た
め
文
書
の
質
に
応
じ
て
簿
外
と
す
る
か
ど
う
か
を
勘
案
し
て
お
り
、
今
年
度
の

場
合
、
保
存
の
便
宜
上
移
管
文
書
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
の
う
ち
一
〇
三
点
は
、
財
務
・
総
務
室
財
務
・
総
務
部
財
務
企
画
グ
ル
ー
プ

の
予
算
決
算
関
係
フ
ァ
イ
ル
で
あ
り
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
平
成
一
七
年
か
ら

二
二
年
ま
で
の
も
の
が
含
ま
れ
る
。
文
書
の
保
存
期
間
は
、
平
成
二
三
年
度
の
細

則
改
正
に
伴
い
変
更
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
保
存
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
作
成
年
度
が
古
い
も
の
が
保
存
中
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
し
い
も
の
が

移
管
や
廃
棄
と
な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
今
年
度
の
追
加
移
管
は
、
こ
う
し
た
年
度

順
に
な
ら
な
い
齟
齬
を
解
消
す
る
た
め
、
保
存
中
の
も
の
も
新
し
い
保
存
期
間
を

援
用
し
て
満
了
文
書
と
み
な
し
、
一
括
移
管
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

部
局
の
簿
外
二
〇
三
点
は
、
教
育
学
研
究
科
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

前
身
校
の
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
文
書
に
つ
い
て
、
一
昨
年
度
か
ら
一
括
移
管

法人本部 442
法人本部（簿外） 1
部局等 111
部局等（簿外） 203

　計 757

表１　平成28年度移管文書目録作成件数

（平成28年12月末現在）

務
組
織
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
通
常
の
移
管
廃
棄
作

業
以
外
の
現
場
確
認
等
の
機
会
も
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
各
組
織
の
文
書
管
理
担
当
者
の
尽

力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
書

庫
整
理
等
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
文

書
管
理
改
善
の
着
実
な
成
果
と
い
え
る
。
今
年

度
の
移
管
文
書
の
目
録
件
数
は
、本
部
事
務
局
、

各
部
局
と
も
昨
年
の
数
値
よ
り
も
増
加
し
て
い

る
（
表
１
）。

　

法
人
本
部
は
、
昨
年
度
の
四
四
一
点
と
ほ
ぼ

同
じ
目
録
作
成
件
数
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
度
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に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、
事
前
の
確
認
作
業
等
を
経
て
今
年
度
の
移
管
受
入
れ
が

実
現
し
た
。
移
管
文
書
の
中
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の

教
育
学
部
東
雲
分
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
一
一
点
を
は
じ
め
、
前
身
校
の
一
つ
で
あ

る
広
島
師
範
学
校
の
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
の
記
念
ア
ル
バ
ム
、
昭
和

一
八
年
の
七
〇
周
年
記
念
ア
ル
バ
ム
も
含
ま
れ
、
広
島
大
学
二
五
年
史
編
纂
事
業

の
際
に
部
分
的
に
写
し
が
作
成
さ
れ
た
『
広
島
師
範
学
校
一
覧
』
等
の
冊
子
体
の

原
本
も
含
ま
れ
る
。
各
部
局
等
の
書
庫
環
境
の
中
に
は
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
か
ら
階

段
を
使
っ
て
行
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
や
、
一
旦
屋
外
へ
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
た
い
て
い
空
調
が
な
く
文
書
の
保
存
環
境
と
し
て
は

厳
し
い
場
合
が
多
く
、
教
育
学
研
究
科
の
場
合
も
今
後
の
長
期
保
存
を
考
慮
し
文

書
館
へ
の
移
管
と
決
定
い
た
だ
い
た
。

　

廃
棄
簿
以
外
の
移
管
文
書
の
増
加
は
、
書
架
が
当
初
の
予
想
よ
り
早
く
埋
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
緊
急
の
課
題
と

な
る
。
今
後
は
簿
外
移
管
に
よ
っ
て
各
業
務
組
織
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
移
管
文
書
の
厳
選
に
努
め
た
い
。

二
　
移
管
率
に
つ
い
て

　

毎
年
度
の
移
管
作
業
に
お
い
て
は
、
保
存
期
間
満
了
予
定
フ
ァ
イ
ル
の
リ
ス
ト

を
「
廃
棄
簿
（
案
）」
と
し
て
作
成
し
、
各
業
務
組
織
と
の
協
議
を
経
て
満
了
後

の
措
置
を
確
定
し
て
い
る
。
移
管
率
は
、
実
際
に
移
管
と
決
定
し
た
フ
ァ
イ
ル
数

の
、
満
了
予
定
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
に
占
め
る
割
合
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
は
、
毎
年
の
移
管
廃
棄
作
業
に
お
け
る

現
物
確
認
作
業
の
積
み
重
ね
に
よ
り
現
物
と
の
乖
離
が
減
少
し
、
実
態
を
反
映
し

た
精
度
の
高
い
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、今
年
度
の
作
業
に
お
い
て
は
、

試
み
に
移
管
率
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

表
２
は
、
法
人
本
部
に
お
け
る
移
管
率
を
示
し
た
表
で
あ
る
。
学
長
室
、
監
査

室
、
広
報
グ
ル
ー
プ
、
財
務
企
画
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
四
〇
％
以
上
の
高
い
移
管

率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
術
企
画
グ
ル
ー
プ
・
研
究
企
画
室
、
社
会
連
携
グ

ル
ー
プ
、
人
事
グ
ル
ー
プ
・
服
務
グ
ル
ー
プ
は
、
外
部
資
金
受
入
れ
に
関
す
る
も

の
や
人
事
関
係
手
続
き
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
保
有
し
て
お
り
、
措
置
結
果
を
延

長
と
す
る
フ
ァ
イ
ル
が
多
い
。
な
お
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
グ
ル
ー
プ
、
図
書
館
、
財

務
企
画
グ
ル
ー
プ
の
移
管
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
点
以
上
の
追
加
フ
ァ
イ
ル
が

あ
り
、
も
と
も
と
も
の
廃
棄
簿
（
案
）
に
基
づ
く
値
と
は
異
な
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　

表
３
は
、
部
局
の
移
管
率
を
示
し
た
表
で
あ
る
。
社
会
科
学
研
究
科
に
お
け
る

移
管
率
は
、
一
〇
〇
点
以
上
の
フ
ァ
イ
ル
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
、
も
と
も
と
の

管
理
簿
（
案
）
を
基
に
し
た
場
合
の
六
％
よ
り
若
干
高
い
約
八
・
六
％
と
い
う
数

値
で
あ
る
。
部
局
の
場
合
は
、
移
管
率
が
一
〇
％
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
本
部

よ
り
も
低
い
移
管
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

移
管
率
の
算
出
に
よ
り
、
本
学
の
管
理
運
営
や
社
会
へ
の
情
報
発
信
に
関
わ
る

フ
ァ
イ
ル
を
保
有
す
る
組
織
に
お
い
て
は
、
廃
棄
簿
（
案
）
に
掲
載
さ
れ
た
フ
ァ

イ
ル
の
半
分
近
く
を
移
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
他
の
本
部
業
務
組
織
に
お
い

て
は
一
〇
％
前
後
、
部
局
に
お
い
て
は
高
い
と
こ
ろ
で
五
％
前
後
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
。

　

廃
棄
簿
（
案
）
を
基
に
し
た
移
管
率
の
算
出
は
、
例
年
の
移
管
廃
棄
作
業
の
見



― 96―

村上淳子　　平成二八年度公文書室業務報告

表２　平成28年度法人本部移管率（平成28年12月末現在）
保存期間
満了ファ
イル数

移管 廃棄 延長 未了 移管率 備　考

1 学長室 34 20 12 0 2 58.8％ 移管に電子媒体１あり
2 監査室 51 24 26 0 1 47.1％
3-1 教育支援Ｇ 42 5 20 14 3 11.9％
3-2 教育推進Ｇ 55 9 27 19 0 16.4％
3-3 旧教養教育本部支援Ｇ 31 3 22 6 0 9.7％ 他に１点簿外移管
3-4 学生生活支援Ｇ 256 16 200 36 4 6.3％
3-5 入試Ｇ 20 4 15 0 1 20.0％
3-6 キャリア支援Ｇ 199 44 101 54 0 22.1％ 185点追加（うち移管41点）
3-7 アクセシビリティセンター 20 0 8 9 3 0.0％
3-8 保健管理センター 12 0 12 0 0 0.0％
3-9 外国語教育研究センター 2 0 1 1 0 0.0％
4 附属支援Ｇ 64 11 34 16 3 17.2％
4-1 附属東雲 56 1 41 7 7 1.8％
4-2 附属翠 115 3 106 2 4 2.6％
4-3 附属三原 32 0 29 0 3 0.0％
4-4 附属福山 35 0 32 0 3 0.0％
5 学術支援Ｇ・研究企画室 324 14 192 110 8 4.3％
5-1 自然センター 26 0 0 26 0 0.0％
6 国際Ｇ 201 22 136 35 8 10.9％ １点追加
7 広報Ｇ 50 20 25 2 3 40.0％
8 図書館 293 14 255 20 4 4.8％ 157点追加（うち移管３点）
9 医療政策室 115 9 67 34 5 7.8％ ３点追加（全て移管）
10 社会連携Ｇ 200 18 120 59 3 9.0％
10-1 産学連携センター 10 0 2 8 0 0.0％
11 情報化推進Ｇ 65 9 18 30 8 13.8％ ３点追加（全て移管）
11-1 情報メディア教育研究センター 1 0 0 1 0 0.0％
12 財務企画Ｇ 222 166 43 11 2 74.8％ 103点追加（全て移管）
13 施設３Ｇ 154 1 77 72 4 0.6％
14 総務Ｇ 138 21 66 48 3 15.2％
14-1 環境安全センター 1 0 0 1 0 0.0％
14-2 文書館 16 1 0 15 0 6.3％
14-3 東京オフィス 3 0 3 0 0 0.0％
15 人事２Ｇ 242 7 124 123 15 2.9％
16 共通事務室 392 0 352 39 1 0.0％
※共通事務室「会計証憑」337冊、「会計伝票」162冊は１件ずつとみなした。

表３　平成28年度部局移管率（平成28年12月末現在）
保存期間
満了ファ
イル数

移管 廃棄 延長 未了 移管率 備　考

１ 総合科学研究科 186 10 118 32 18 5.4％
２ 文学研究科 73 4 54 14 1 5.5％
３ 教育学研究科 290 16 200 61 13 5.5％ 他に簿外203点移管
４ 社会科学研究科 371 32 299 35 5 8.6％ 173点追加（うち移管20点）
５ 理学研究科 214 9 131 63 11 4.2％
６ 先端科学研究科 129 2 53 72 2 1.6％
７ 工学研究科 279 6 207 58 8 2.2％
８ 生物圏科学研究科 141 10 109 13 9 7.1％
９ 霞地区運営支援部 717 18 545 140 14 2.5％
10 国際協力研究科 128 2 67 43 12 1.6％
11 東千田地区支援室 149 0 89 54 6 0.0％
12 病院運営支援部 526 2 221 299 4 0.4％
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通
し
を
立
て
る
際
に
有
用
で
あ
る
。今
後
も
追
加
移
管
の
可
能
性
を
考
慮
し
つ
つ
、

業
務
の
効
率
化
に
資
す
る
移
管
文
書
の
受
入
れ
に
努
め
た
い
。

三
　
広
島
大
学
公
文
書
管
理
研
修
（
基
礎
編
）
の
開
催

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、文
書
館
が
主
催
す
る
文
書
管
理
研
修
と
し
て
「
基
礎
編
」

の
研
修
を
開
催
し
た
。
本
研
修
は
、
主
に
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

い
る
本
学
職
員
そ
の
他
希
望
者
を
対
象
と
し
、
文
書
管
理
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

直
す
契
機
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
公
文
書
管
理
法
や
文
書
管
理
規
則
の

概
要
等
を
説
明
す
る
の
み
な
ら
ず
、
実
務
に
直
結
す
る
内
容
を
盛
り
込
む
よ
う
配

慮
し
た
。

　

今
年
度
は
、
こ
こ
数
年
業
務
組
織
に
お
け
る
書
庫
環
境
の
改
善
を
は
じ
め
と
す

る
文
書
整
理
作
業
に
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
内
は
も
と
よ
り
地
区
全
体
の
管
理
状

況
の
改
善
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
田
中
恵
一
氏
に
講
師
を
依
頼
し
た
。
講
義
で
は
、
霞
地
区
全
体
に
お
け
る
文

書
管
理
の
改
善
の
実
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
頃
の
文
書
管
理
業
務

に
お
い
て
心
が
け
る
べ
き
こ
と
を
管
理
者
の
立
場
か
ら
豊
富
な
実
例
を
交
え
て
お

話
い
た
だ
い
た
。
本
学
の
文
書
管
理
が
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
の

方
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
主
査
ク
ラ
ス
以
上
の

方
々
に
お
い
て
も
、
管
理
者
の
立
場
で
ど
の
よ
う
な
目
配
り
を
な
す
べ
き
か
、
改

め
て
考
え
る
契
機
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
な
お
、
講
義
の
内
容
は
、
本

号
掲
載
の
記
録「
あ
な
た
に
と
っ
て
文
書
と
は
な
ん
で
す
か
」を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
人
事
グ
ル
ー
プ
の
依
頼
に
よ
り
新
採
用
者
研
修
、
中
堅

職
員
研
修
な
ど
の
階
層
別
研
修
に
お
い
て
延
べ
三
一
九
名
の
受
講
者
に
講
義
を
提

供
し
た（
表
４
）。
ま
た
、館
員
の
文
書
管
理
に
関
す
る
知
見
の
向
上
を
図
る
た
め
、

研
修
の
受
講
も
実
施
し
て
い
る
。
広
島
県
市
町
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡
協
議

会
・
略
称
広
文
協
が
開
催
す
る
研
修
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
参
加
を
認
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
せ
っ
か
く
の
貴
重
な
機
会
を
活
か
す
た
め
事
務
補
佐
員
に

も
受
講
を
働
き
か
け
て
い
る
。
受
講
者
に
は
参
加
記
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
館
内

供
閲
に
よ
り
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

四
　
法
人
文
書
管
理
状
況
監
査
に
つ
い
て

　

文
書
館
は
、
平
成
二
六
年
度
か
ら
本
学
の
内
部
監
査
業
務
の
一
つ
で
あ
る
法
人

文
書
管
理
状
況
監
査
に
参
画
し
て
い
る
。
内
部
監
査
は
、
個
人
情
報
管
理
状
況
監

査
と
同
時
に
実
施
し
、
監
査
室
及
び
総
務
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
例
年
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
現
地
訪
問
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
監
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
広
島
大
学
文
書
館
に
お
け
る
法
人
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
」（『
広

島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
八
号
、
平
成
二
八
年
二
月
）
に
お
い
て
も
報
告
し
て

い
る
が
、
例
年
の
業
務
報
告
で
あ
る
本
報
告
を
ま
と
め
る
時
期
に
そ
の
年
度
の
監

査
業
務
が
終
了
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
各
年
度
の
実
施
内
容
ま
で
は

触
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
年
度
は
、
三
回
目
を
実
施
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
の
実
施
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　

監
査
は
、
毎
年
二
〇
箇
所
弱
の
組
織
を
個
別
に
訪
問
し
、
各
グ
ル
ー
プ
や
支
援

室
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
三
年
に
一
度
の
サ
イ
ク
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
監
事
が
同
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行
す
る
場
合
も
あ
り
、
事
前
の
監
査
調
書
に
基
づ
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
、
執
務
環

境
や
文
書
保
存
状
況
を
実
地
に
確
認
し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は
、
同
時
に
二
箇

所
ず
つ
実
施
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
、
日
程
の
圧
縮
が
図
ら
れ
て
い
る
。
文

書
館
に
お
い
て
監
査
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
館
長
と
公
文
書
室
長
の
二
名
で

あ
り
、
ギ
リ
ギ
リ
の
人
員
で
担
当
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
延
べ
七
日
間
の
日

程
が
組
ま
れ
た
今
年
度
は
、
急
な
会
議
や
論
文
審
査
の
予
定
が
入
る
こ
と
な
く
、

全
て
の
対
象
組
織
に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昨
年
平
成
二
七
年
度
か
ら
は
、
監
査
調
書
に
お
け
る
項
目
に
毎
年
度
の
書
庫
整

理
や
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
と
現
物
と
の
確
認
を
実
施
し
て
い
る
か
を

問
う
内
容
を
追
加
し
、
例
年
の
移
管
廃
棄
作
業
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
管
理
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
監
査
を
行
っ
て
い
る
。
事
務
室
に
お
け
る
現
場
確
認
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
や
パ
ス
ワ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の
設
定
が
適
切
に
な

さ
れ
て
い
る
か
、
人
事
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
厳
密
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
重

要
度
Ⅲ
及
び
Ⅳ
に
相
当
す
る
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る

か
、
公
印
の
管
理
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
か
等
を
、
保
存
庫
の
鍵
の
管
理
状
況

と
併
せ
て
実
施
し
て
お
り
、
特
に
個
人
情
報
保
護
の
観
点
を
重
視
し
て
確
認
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

個
人
情
報
管
理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
ス
タ
ー
ト

に
よ
り
、教
職
員
や
謝
金
支
払
い
の
相
手
方
と
の
窓
口
と
な
る
部
局
等
に
お
い
て
、

業
務
量
の
増
大
に
加
え
こ
れ
ま
で
以
上
に
紛
失
・
漏
え
い
防
止
の
た
め
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
は
、
文
書
管
理
の
適

正
化
と
密
接
に
関
係
す
る
事
項
で
あ
り
、
監
査
が
構
成
員
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る

た
め
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

表４　平成28年度における研修の実施状況

開催日 研修の概要 会場 参加者数

Ｈ28.4.4 平成28年度広島大学新
採用教職員研修

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

中央図書館
ライブラリー
ホール

114名
（教員73、
職員等41）

Ｈ28.4.18 平成28年度広島大学新
採用職員基礎研修

「広島大学の歴史－初代学長・
森戸辰男を中心に－」
� （小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 19名

Ｈ28.5.10 平成28年度広島大学新
採用職員基礎研修

「国立大学法人にとっての公文
書管理」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 19名

Ｈ28.7.26 平成28年度広島大学公
文書管理研修（基礎編）

「あなたにとって文書とはなん
ですか」（田中恵一）、「法文書
管理について」（村上淳子）

中央図書館
ライブラリー
ホール

46名

Ｈ28.10.3 平成28年度広島大学新
採用教職員研修（10月）

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）　

法人本部棟
４Ｆ会議室

91名
（教員25、
職員等66）

Ｈ28.10.19 平成28年度中堅職員研修 「広島大学の歴史」（小池聖一） 法人本部棟
４Ｆ会議室 30名
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五
　
文
書
整
理
支
援
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
通
常
の
移
管
廃
棄
作
業
に
関
連
し
た
文
書
確
認
依
頼
に
対
応
し
た

が
、
福
山
附
属
高
等
学
校
・
中
学
校
か
ら
は
、
監
査
業
務
を
契
機
に
文
書
整
理
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
依
頼
は
、
本
学
の
文
書
管
理
を
担
う
組
織
と

し
て
認
識
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
い
え
る
。実
際
の
作
業
に
お
い
て
は
、

夏
季
休
業
中
の
三
日
間
現
地
に
通
い
、
目
録
の
作
成
や
中
性
紙
封
筒
へ
の
封
入
に

よ
る
資
料
の
保
護
な
ど
を
行
っ
た
。
一
部
に
つ
い
て
は
、
文
書
館
へ
運
び
出
し
て

整
理
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
作
業
に
つ
い
て
は
、
校
友
会
の
支
援
を
受

け
て
お
り
、
整
理
作
業
の
た
め
の
謝
金
と
し
て
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係

各
位
の
ご
高
配
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
年
度
は
、
四
月
よ
り
広
島
大
学
七
五
年
史
編
纂
室
が
設
置
さ
れ
、
一
〇
月
に

は
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
二
〇
一
六
年
度
総
会
・
全
国
研
究
会
を
会
場
校
と
し

て
開
催
す
る
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
編
纂
事
業
の
本
格
稼
働
に
伴

い
、
年
史
編
纂
事
業
を
考
慮
し
、
よ
り
広
い
視
野
を
持
っ
て
文
書
管
理
を
進
め
る

こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。（

む
ら
か
み
　
じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）


